
令和６年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】 ～

【対象者】 小学校４～６年生

【参加人数／募集人数】 32 ／ 25

①チームづくり・導入

②十勝岳の地形を知る

③再現実験・ナイトミーティング

２．プログラム内容

３．活動内容

森と火山のミステリーツアー

2024/10/14 2024/10/15

１．趣旨

　十勝岳周辺の自然と地質の観察や体験活動を通して、十勝岳周辺の地形が特別なものであ

ることを学ぶ機会とする。

　レクリエーションを通じて初対面の人と

交流を深め、その中で、十勝岳について考

えていくきっかけを作っていった。 写真①

　ジオハイキングコースを実際に歩き、特

徴的な環境や地形を体感し、それがどのよ

うにして現在のような姿になったのかを考

えるきっかけとした。

写真②

　ジオハイキングの中で撮影した特徴的な環境

や地形が、なぜそのようになったのかを考察し

た。また、火山活動によって地形が形作られた

ことを確かめるためのモデル実験を実施し、見

てきた地形との比較を通じて理解を深めた。

写真③



④十勝岳火山砂防情報センター見学

⑤まとめ

４．アンケート結果

　十勝岳火山砂防情報センターを見学し、十勝岳ジオ

パーク協議会のガイドに説明を受けながら、十勝岳の

地形がどのように形成されてきたのかを学び、演示実

験や火成岩の観察を通じて、火山についての理解を深

めた。

写真④

　２日間で学んできたことをもとに、十勝岳の地形が

どのように形づくられたのか、自分の考えをまとめ

た。
写真⑤

・参加者は、ジオハイキングコース上の風穴や溶岩地形に着目し、火山の活動によってそうした地形が

形成されることのイメージを持つことができた。

・地形の写真を撮影することや、班で行動すること、実験を行う際に分担をすることを通じて、初対面

の人同士で集団で行動するときに必要な考え方を学ぶ機会とすることができた。

・実験や観察、見学を通じて、火山活動によって引き起こされる現象がどのようにして今の地形を形

作ったかを学び、自らの言葉で考えをまとめることができた。

0

質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。（人）

５．参加者の声
・火山がどうやってできたのかとか、風穴などの言葉を学べた。

・火山は最初からあったのではなく、プレートのぶつかり合いでできたことがわかった。

・活火山のことや、十勝岳の地形のことを学んだ。

・十勝岳がどうやって作られていったかわかった。

・火山はこわいことだけではないとしった。

・火山のでき方や、なんで木がほそいのかわかった。

・活火山と動いていない火山があるとしり、興味がわきました。

・十勝岳をつくったのは、プレートや溶岩だということがわかった。

・十勝岳のできかたや、火山の噴火する理由を学んだ。

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

25 6 1


